
本　校　の　授　業　改　善　に　向　け　た　視　点

指導内容・指導方法

の工夫

教育課程編成上の工

夫

校内における研究や

研修の工夫

評価活動の工夫 家庭や地域との連

携の工夫

幼保小連携・小中

一貫教育の視点

・主体的・対話的で

深い学びの実現に

向けた指導を工夫

する。

・授業のねらいを明確

に示し、板書、ノー

ト指導、発問、振り

返りを丁寧に行う。

・ペア・グループ・学

級全体での話合い活

動を毎時間効果的に

取り入れ、聞く力、

話す力が身に付く授

業を実践する。

・ＩＣＴ機器を効果

　的に活用する。

・算数で習熟度別に

よる個に応じたき

め細かい指導をす

る。

・朝読書や読書旬

間、読書活動を推

奨し、読書の習慣

化を図る。

・第３～６学年にお 

 いて、1単位時間15 

 分の国語モジュール

 学習を週３回行い、

 基礎・基本の定着を

 図る。

・「交流」を重点と

し、学び合う力の

育成をより一層図

りながら、人権課

題の取組を中心に

研究授業を全学団

で実施する。

・研究手だてを日常

  的に行う。

・９年間を見通した

 人権尊重教育課題 

 課題改善カリキュ 

 リキュラムの実践 

 的研究を通して改 

 善カリキュラムの 

 実践的研究を通し 

 て改善を進める。

・指導の振り返り

を学習のつなぎ

に生かす学習過

程を重視する。

・授業や諸活動の

中で随時適切な

評価を加え、評

価と指導の一体

化を目指す。

・めあてと振り返

りを設定し自己

評価・相互評価

力の向上を図

る。

・学校公開、各種

便り、ホームペ

ージ、保護者

会、ＰＴＡや地

域の活動等を通

して、情報の発

信・受信を確実

にする。

・学校支援コーデ

 ィネーター中心 

 に地域人材バン 

 クを活用し、地 

 域を生かした学 

 習活動を推進す 

 る。

・１年生入門期の

スタートカリキ

ュラムを編成・

実施する。

・９年間を見通し

たカリキュラム

に基づいた学習

内容を工夫す

る。

・家庭学習の継続的

･系統的な指導を

進める。（自主学

習ノート等）

令 和 6 年 度 学 力 向 上 を 図 る た め の 全 体 計 画 練 馬 区 立 南 町 小 学 校

・教育基本法

・学校教育法

・学習指導要領

・東京都教育目標

・練馬区教育目標

学校経営方針

●自立・共生

●幸せを創り出す力を育てる。

●自己の成長を実感し、共に幸せに生き抜
く力を育てる。

各教科の指導の重点

○児童が主体的に学習活動に
取り組む場、対話的な学習
の場を意図的、計画的に設
ける。

○指導と評価の一体化を図り、
児童の学習状況に応じた指
導を進める。

○算数の習熟度別指導を進め、
基礎基本の定着を図る。

○言語環境を整え、言語能力
の向上を図る。

総合的な学習の指導の重点

○探究的な見方・考え方を働
かせ、横断的・総合的な学
習を行うことを通して、学
び方や考え方の習得を図る。

○地域の人達との学習を通し、
自ら社会に参画しようとす
る態度の育成を図る 。

道徳教育の指導の重点

○教育活動全体を通して道徳的な判
断力、心情、実践意欲と態度を育
成する。

○「特別の教科 道徳」の授業を充
実させる。

○道徳授業地区公開講座を実施する。

特別活動の指導の重点
○学年･学級･ふれあい班等、集団活
動を通して協調性や社会性を育成
する。

○勤労生産活動などの意義を理解さ
せ、よりよい学校生活を創り出せ
るように努める。

本校における確かな学力

◎自分で課題を見出し、論理的に思考し

て追求し、新しい解決策を創造し、発信

して実行する力

◇人権教育を中心に据えた

全教育活動 ◇コミュニケ

◇心身の健康 ーション力

◇基礎基本

学習指導要領に示された

目標および内容

☆心身ともに健康で、勤労と責任を重んじる児童

を育成する教育の推進

☆意欲的に学習し自主性と創造性の豊かな児童を

育成する教育の推進

☆人間性豊かで人権を尊重する児童を育成する推

進教育の推進

生活指導の重点
○よりよい人間関係を築くために受容

的な学級・学年の風土を作り上げる
ような指導を行う。

○互いに認め合い共に生きる児童の育
成を目指し、目標を徹底する。

○「自分の命・安全・健康は自分で守
る」健康安全教育の徹底を図る。

キャリア教育の重点
○日常生活や学習を通して、達成感を
味わわせ勤労観や職業観を育成す
る。

○中学校との連携を図り進路選択など
組織的援助に努める。

外国語・外国語活動の指導の重点

○外国語に慣れ親しみ、言葉
の面白さや豊かさに気付く
授業の展開を工夫する。

○コミュニケーションを図る
ことの大切さに気付くとと
もに、外国の文化について
理解を深めるため体験的な
活動の充実を図る。

授業改善策の検証方法

○自己評価シート〔自尊感情測定尺度（・自己評価、自己受容・関係の中での自己・自己主張、自己決定）〕

○教師の観察から（学校経営計画「職務目標・評価チェック指針」）　○学力調査結果についての分析　　

○児童・保護者へのアンケート（学校評価）　○学校評議員会での学校経営計画にかかわる評価

学校教育目標

○つよく(心身の健康）

○かしこく（意欲、自主性、創造性）

○あたたかく（人権の尊重）

保護者・教師・地域の実態、願い

○保護者・地域等は、学校教育に対し
て理解し、協力的である。

○「子供の幸せ」という共通の願いに
立ち、「みんなの子供をみんなで育
てる」ことを行動化していく。

○公共施設、住宅地が多い。地域行事が
盛んである。


